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（最先端分析）XAFS＋HD2700

ＸＲＤによる過充電挙動解析

大気非暴露でのＸＲＤ分析による結晶構造評価が可能。

Ｘ-ｒａｙ ｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎ

■ＸＲＤによる三元系正極の過充電挙動解析結果

ＸＲＤスペクトル

放電状態

67 67.5 68 68.5 69 69.5 70

強
度

２θ/ｄｅｇ

（１１３）

※ホルダ由来ピーク

17 17.5 18 18.5 19 19.5 20

強
度

２θ/ｄｅｇ

（００３）

※ホルダ由来ピーク

10 20 30 40 50 60 70 80 

強
度

２θ/ｄｅｇ
※ホルダ由来ピーク

低角度側へシフト

高角度側へシフト

充電状態

過充電状態

放電状態

充電状態

過充電状態

放電状態

充電状態

過充電状態

高角度側へシフト

放電状態に比べ、充電状態，過充電状態の
いずれの状態もピーク位置は大きく変わらないが、
過充電状態はピークが全て高角度側へシフトした。

ｃ軸方向（００３）の拡大スペクトルａ軸方向（１１３）の拡大スペクトル

（１１３）
（００３）

高角度側へシフト

・充電状態では、 放電状態と比べて（００３）方向で低角度側へ、（１１３）方向が高角度側へ
シフトしたことから、ｃ軸が伸長し、ａ軸が収縮したことが示唆された。
・過充電状態では、放電状態と比べて（００３）を含む全ピークが高角度へシフトしたことから、
結晶構造が収縮したことが示唆された。
・三元系正極の過充電での結晶構造は、ｃ軸を含む結晶構造の収縮が生じたものの、
別の結晶構造へは変化していないと思われる。

ＸＲＤでは結晶構造の変化を捉える事が出来ます。

充電
・放電状態と比べ、ａ軸が収縮
・放電状態と比べ、ｃ軸が伸長
過充電
・放電状態と比べ、ａ軸が収縮
・放電状態と比べ、ｃ軸が収縮
（結晶構造が収縮）
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